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赤塚伊三武: オパクサおよびカタオパクサの学名 Isamu AKATSUKA: 

U se of names Pterocladiαtenuis OKAMURA and P. densαOKAMURA. 

STEWART (1968)は邦産2種を含む Pterocladia

の数種の比較的多数の異所的サンプルをmいて， 6形
質について計測を. 4形質について観察を行い，それ

らが P.capiUacea (GMELIN) BORNET et TUURET 

(1876)と同種つまり同一母集団に属すると結論した。

そのため最近は P.nana OKAMURA以外の邦産

Pterocladiaの個体にはこの学名が用いられるように

なってきた。

しかし彼女の用いたサン7'ルは自己採集品について

も俗覧勝葉についてもランダムに選ばれたものでは

なかったので，各集団を代表するものとは言えなL、。

P. tenuisのサンプル・サイズは7であり，通常の推

計分析用としては少L、。加えて，得られたiil'浪U{I自の推

計学的検定または推定が行われなかったし:t2s. e. 

ベルの図示もなされなかった。レンジと:t1 s. d.の

みが提出されたが，生の数値でないので，読者が自身

で上記分析を行なうことは不可能である。レンジ問お

よび平均聞の比較を他種について行なっているが，帰

無仮説の検定を行なっていることにはならなL、。彼女

の扱ったサンプル聞の計測形質の比較は何も行なわれ

なかったことになる。オド邦産2種を立てた慣l村(1934)

の原著が引則されていないのに，その分離・新種記載

の根拠は不明l僚と述べられてある。 P.capillaceaと

の識別形質は彼の論文に明記されている。もちろんそ

の形質は数量的取扱をなされるべきであるが。

以上の根拠により，意味のある検定結果の発表を見

るまでは.P. tenuis OKAMt:RA ならびに P.densa 

OKAMURAの学名は本邦産 Pterocladtaの2集団に

対して月n、られるべきである。
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